
新・23年 副H査 (案 ) 日・20年調査 変更理由等
(1)p刷 設者

01

02

03

04

05

06

07

08

10

11

厚生労l」 ll省

独立行政法人国立病院機構

国立大学法人

独立行政法人労lfll者健月こ福祉機構

国立高度専門医療研究センター

その他

OHl道府県

「|'lrr村

lL方独立行政法人

日本

lt生会

回

「
―
―
―
―
―
コ

12 1ヒ 海道社会・l・業協会

13  1卓 生連

14 国民健康 保険団体ll合 会

15 全IJ IL会 IR険 協会連合会

16 厚生
`「

金事業振興 Ell

17 船 員保1険会

18 健1〔保険組合及びそのll合 会

19 共済組合及びその連合会

20 国民 lllt康 保険組 合

21 公益r2人

22 医療法人

23 Fy、 立学校法人

24 ‖:会 福祉法人

25 医療 生協

26 会‖:

27 その他の法人

28 1]人

(1)"H設 者

01 1・P生労 lfll省      `
02 独立行政法人国立病院機構

03 国立大学法人

04 独立行政法人労 l」
llttllll康 福れL機||

05 そのlLl

06 都道府県

07 市町村

08 地方独立行政法人

09  日赤

10 済生会

●  北海道社会 4f業 協会

12 厚生連

13 1Jlttllll床 保険団体l■ 合会

14 全ljI社 会保険協会連合会

15 1P生 年金Jr業振興団

16  1合 員保険会

17 11方に1■険組合及びその連合会

18 共済半1合及びその連合会

19 国民lllt床保険利l合

20 公益法人

21 医jrf法 人

22 私立学1支 法人

23 ‖:会 福‖:法 人

24 1■ 療41協

25 会 H:

26  そυ)1也のr2そ 人

27 11人

コ

「
―
―
―
―
∃

国立高度専門医療センターの独立行政法人fヒに伴い、
開設者の区分に「05日立高度専門医療うf究センター」を
カロえる。

(5)許可病床教

療美病床

-11病 床

合言1

床

床

,そ

)許可病床激

療養病床

1介護保険適用分(再掲) 床

一般病床

合言1

′:

,(

「介護保1倹適用分(再掲)」 については、病院報告で把握
できるため、記入者負1■ を考慮しll除 する̀

,
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新・23午調査 (案 ) 1日・20年調査 変更理由等

(8)診 療科 日

ロ

Ⅲ

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

13

14

15

16

17

18

20

21

22

23

24

25

26

27

29

30

31

32

33

34

35

36

07

38

39

40

41

42

43

内科

呼吸器内利

循環器内科

消(ヒ器内科 (貿 腸内科 )

腎臓内利

神経内科

糖尿病内科 (代討1内 科 )

ll■ lPR内 科

皮膚†

アレルギー科

リウマチ科

感染症内科

小児科

枯‖〕Tl

心療内利

外科

呼吸器外利

心臓血管外科

子し腺外il

気管食道外牟|

7肖 化器外科 (胃 Л,外牟|)

泌尿器科

lIF蜀 タト↑ト

脳神経外科

整形タト科

形成外科

美容タト科

1艮牟}

耳鼻いんこう科

小児外科

産帰人科

産科

lll人科

リハビリテーションF

枚射線科

麻酔科

病理診断科

lFt床 検査科

救急ri

歯利

踊正歯F

小児歯科

歯科 口腔外牟|

(8)診療科 目

I

Ⅱ

nl

01

02

03

04

05

06

07

08

09

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

30

32

34

35

36

37

38

39

40

41

42

43

内摯|

呼吸器内科

循環器内科

消化器内科 (肩 腸内料)

腎臓内科

神経内科

糖尿病内利 (代謝内科)

血液内科

皮膚科

アレルギー科

リウマチ科

感染症内科

Jヽ児科

オ計事IF[

心療内f・

外F

呼吸器外fl

循環器外科 (心臓 血管外科 )

=Ll泉
外科

気管食道外科

消化器外科 (胃 腸外rl)

泌尿器rl

llF月 タトr}

脳 llll経外科

整形外 f・

形成外科

美容外il

l民||

耳鼻いんこう†

小児外科

産lit人 科

産利

婦人科

リハビリテーション科

放キ「線科

麻酔利

病理診断科

臨床検査潤

1文急科

歯科

嬌正歯科

小児歯科

1歯利口腔タト科

心臓血管外科の標ぼうは医療法で認められていたところ
であり、循環器外利は、平成20年 4月 1日 から標ぼう可能な
診療科目が柔1次な方式に変更されたことによりできた診療
科日である。よつて平成19午 FkF以前から標ぼう可能であっ
た「′さ臓血管外科Jでの標ぼうが多数である実lLFに合わ
せ、表記を「′心臓血管外牟|」 と変更する。
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新・23年調査(案 ) 日・20年 調査 変更理 由等

(17)専 門外来の設 置

1  禁煙外来

2 助産師外来

新 規 ○禁煙外来
旧(17)禁 煙外来等の「禁煙外来の有無」を引き続き調査

り
~る

。

○助産師外来
妊llllの 多様なニーズに応え、助Dr師を積極的に活用し、

産科医師の負担の軽減を図る観点から普及を推進してい

るものであり、その状況を把握するため調査項目に追加す
る。

肖11除

(17)禁煙外来等

禁煙外来の有無

1  有

2  1鴨

ニヨチン依存症管理お1の 算定

1  有

2   Jエ

○禁煙外来の有無
刃殻 項目の「(17)専 門外来の設置」で1■握する。

○ニコチン依存症管理,1の 算定
診療報酬の施設基準の届出等で把握できるため、記入

者負担を考慮し削除する。

20)'P'i7- h tv 7, 
^rJ"r,)l+ 

.^.tli /tt

[[||[lliililllL ]

具体的な導入予定がある 

一

導入予定なし

2

活用状況の範囲

自施設内

患者へ情報提供

他の医療機関等と連携

導入予定時期

1  平成23年度

2  平成24年度

3  平成25年度

4  平成26年度以降

(20)電子カルテシステムの導入‖夫況

[II[[lliililllL}→

具体的な導入予定がある 一 一一一→

導入予定なし

1  自施設内

2  患者へ
1青 報提供

3  他の医療機 関等と連携

1  平成20年度

2  平成21年度

3  平成22年度

4 平成23年度以降

調査
'キ

期 にあわせた導 入予定時期を変更する。

調査事項に変更なし。
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新・23年調査 (案 ) 1日・20年 調査 変更理 由等
(9)診療状 況

9月 30日 の在院忠者数

9月 中に新たに入院した患者数

人

人

9月 中のil院 患者数

9月 中の外来患者延数

「

初診 囃 者の数 (再掲 )

『
奮
,:l聰lξ:|]「'II

人

人

人

人

人

(9)診療状況

9月 30日 の在 1完患者枚

9月 中に新たに入院した患者数

9月 中の退院患者数

9月 中の外来患者延教

卜1暴11テ[賃浴者碗坂肩L)~
| うち乳幼児(3歳未満 の延数

人

人

人

人

人

凛琳
の延数 (再掲 )」 と変更する。
調査事項に変更なし。

(12)ltl診 ・保健指導

`L活

習慣病に開llするlllt診     生活習lll病に関連する保健指導

1 実施している        1 1 実施している

∫[脚7…
にあ

li誠7¨
・・日・よる

肇女籠緯覇『υ毎穏翌謙挙と
の剛 q lL提できるため、

表示診 fr・ 1寺 問の状況

合計■時間単位とし、ol～ 59分の分単位は全て05時間とみなし記入してください。

表示診療 1寺間  通常診案している時間薔すべてに0をつけてください。

曜日

   1午
前

1午
後

lf≧ 12碑 |」海 |"急

表示診瞭 1キ‖]の状況

通常の1週 間の診療時間  (        時間 )

示診療
'キ

間        通常診療している時間帯にOをつけ、

一
 ・ ^― ―一 ―

一 一 ―    r'」 に Oを つ け た 場 合 は 、括 弧 内 に 18時 以 降 の

認易髯卿 l「萱:]撃堅雪墜里窪塾
ください。        1 午前 1 午後 1    18時 以降

(月・火・水・木・金 )

(月 火・水・木・金 )

(月 火・水・木・金 )

(月・火 水・木・金 )

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

3( 時  分 迄

記入者に分かりやすいよう、18時以降の表示診療時‖1に

延丸鋪馳雅1婆羽ial携縮『
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新 23年調査(案 ) 変更理由等

21)速隔医療 システユ、の導入状況

遠隔nLl像 診断  1

2

述隔病理診断  1

依頼元lic設 数

lr.頼 先 li_設 数

依頼元施設数

lrtllt先施設数

依頼元忠者激

(

(

(

(

(

施設 )

施設 )

施設 )

施設 )

人 )

信

信

信

信

信

受

送

受

送

・
受

↓　　　　　↓　　　　　↓

有

　

血
“
　

一有

　

皿
¨
　

一■

　

■
一

2

遠扁在宅療養支援 1

2

(21)遠隔医療システムの導入状況

遠隔画像診 lJr : 有 ―→ 1受 信  依頼元施設放 (

2 1猥  [送 信   lAl l先施設放  (

遠隔病理診断 依頼元施設放 (    施設 )

依頼先施設枚  (    施鉤

依頼元患者放  (     人 )

施設 )

施設 )

在宅療養支援

信

信

信

受

送

受

↓　　　　　↓

有

　
皿
一　
一伺
　
皿
¨

r在宅庶養支援 」について、迷隔 rF‐ 瞭 システムをlt用 して
のものであることが分かりやすいよう、唯 隔/L宅療養支

援 」と表記を変更する。
調査lr項 に変更なし。

(22)医 療安全体市1

責 l■者の資格と
専任・兼務の別

診療放射線技師

臨床検査技師

配置していない

爾 薫1雇菖話3甚暮赫 蔽肩石「

院内感染防止対策のための施設内回診の頻度

1  ほぼ毎日    2 週1回 以上   3 月2～ 3日程度

4 月1日 程度    5 月 1回 未満

患者相談担当者の配置の有無

1  有       2

O ll任者の資格と専任・兼務の別

記入者に分かりやすいよう、表頭と表 {則の配障を変更す

る。

責任者の専任 りに務の別については、一定の傾●|が 把

握できたため 記 入者 負lnを考lt・ し肖り1余する。

○院内感染防止対策のための施設内回 診の頻度
一定の傾向が把握できたため、記入者 負llを 考慮し浄|

1除 1~る。

○患者相談担 当者の llL置 の有無
一定の傾向 /1・ 1巴据 できたため、記入者 負担を考IUiし 肖J

断ヽ 1~る。

療機器安全管理

師 蘊4・l“
“
師4砕1111,

旧・204F調 査
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新 23年調査(案 ) IF・ 20年 調査 変 更理 由等

25)手術等の実施状況 手術等の実施 状況

全身麻酔 (静 lJF妹酔は除く)

内視鏡下rH`ヒ管手術

悪性lI瘍手術

子官がん(再掲)

外来化学療法

人工透析

(人 工透411装置の台数)

分娩征 常う)1/2を含む)

帝玉切pll娩出術(再掲)

胃がん(再勘

ltl襲 がん(再掲)

01

03

0′ 1

05

06

07

08

10

11

12

13

件

件

件

件

一
件

一
件

件

件

件

件

＝

吉

件

＝

分娩の取1及

1 取り扱っている

ヒ麗][1‖∫‖番最1)| :獄 酢
2取 り扱つていない

〇悪性1重瘍手術
記入者負担を考慮し、悪性腫瘍手術については、5大が

ん(肺、胃、1千臓、太陽、平L房 )及び行政として動向をフォ
ローすべき子官、前立腺に絞り把握する。
また、それぞれの表記から「がんJを肖J除し、部位ごとの

表記に変更する。
なお、悪性1重瘍手術の件数については、「社会診療行為

別l調 査」において診療行為別に把握が可能である。

O院内助産所の有無
安全・安心なお産の場を確保するとともに、正常分娩を

助産RTが担うことで産科医師の負担の1睦減を目的とする
「院内助産所」について、その設置状況を体系的 網羅的
に把握するため、追カロする。

27)歯科設備

山牟診療台    (

デンタルX線装置 (アナログ)

デンタルX線装ロ デジタル)

パノラマX線装置 (アナログ)

パノラマ動 装置 (デジタル)

ポータブル歯科ユニット

オートクレーブ

吸入鎮静装置

台 )

23)鮨科設備

1

2

3

4

5

6

山科診療台

パノラマX線装置

オートクレーブ

生体モニター

超音波歯石除去器

口]空内画像処理システム

吸入鎮静装置

○「パノラマX線装置」、「生体モニター」、「超音波歯石除
去器J、

「n腔内画像処理システム」については、おおまか
なltF向 が把握できたため肖1除する。

○「デンタルX線装置 (ア ナログ)」 、「デンタルX線装置(デ
ジタル)」 、「パノラマX線装置(アナログ)」 、「パノラマX線
装置(デジタル)」 、「ポータブル歯科ユニント」、につい
て、、行政としてより実態を把握する必要性が高いものを追
カロう^る 。
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一殉賀診
新・23年 Jl査 (案 ) 日・20年調査 変更]!由 等

(28)従事者教 (29)llt事者数

介輔(沖縄県のみ)

薬剤師

保健師

助 lDEBT

看言(師

実人員

喘 動換 算 )

実人員

(常勤換算 )

准看護師 実人員

(常 jll換 算 )

看i性 業務‖i助 者

介護福祉土

言語聴覚士

榊 臨
亜 _~(鋤 麟

翼
li■ _二 仁

型警響弩■___5摯塗:=」 と __三二人
_

診療エックス線技師    (常 動換算)1271        人

蘊 IIIIJttI■+
臨床工学技士 (常 lin換 算)1301

人

人

あ
～
摩マッサごレ

.指
圧師

~~~(常
勤換算)~]iF I        人

一

人

一
人
　
人

柔道整復師

栄養士

そυ)lLの技術員     (常 動換算)

に療社会J嘩従1,者    (常 llr74算 )

J`務
'ltl員

その他のllPK員 (常 iJ嗽算 )

理学療法士        (常 勤換算) 16

作業療法士        (1,勤 換算).17

‖

〇介輔(tll“ L県のみ)

「河市uの復liに伴う特別措置に|』する法律Jに より存続さ
れた資格であるが、平成20/110月 をもつて有資格者が計
上さメしなくなったため、削除する。

○保育士
医療liL設に在

`↑

する保育士については、近年その役
吉1が注目されているが、その数は把握されていないことか
ら、調査項目として追jlllする。

○義肢装具士～栄養JIま での項目順について、病lli報告
の従41者票に合わせた項目順に変更する。
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科
/7r・ 23年 .ll ltL(案 ) ‖ヨ 20年調査 変更理由等

(4)開 設者

01   厚生労 llll省

02   独立行政法人回 立病 17機構

03   国立大学法人

04   独立行政法人労 llllttllLI康 福打L機構

05   国立高度専 F号 医療研究センター

00   その他

07   都道府県

08   ,liユl丁 オ|

09   地方独立行政法 人

10  日赤

11   済 J二 会

12   1し・llli首 社会 Jイ 業 協会

13   厚生連

14   1国 民 17/11‖ :債 t険 IJ体連 合会

15   ■口社会保険協会 l■ 合会

16   1測二年金 J「 業 lk・ り|卜」

17   船員保険会

18   健月:保 険11合及びそのlL合 会

19   共済11合及びその ,■ 合会

20   国民健「に保険半■合

21   公益法人

22   医 ll・ 法人

23   f_7立 学校法 人

24   社会 lllれ L法 人

25   医療生協

26   会 lL

27  その他の法人

28   111人

国

「
―
―
―
―
―
∃

(4)D胃 設者

01   1t2生 労 lJfb省

02   独立行政法人国立 il院 機 IVI

03   国立大学法人    ｀

04   」t立 行政法人労llll者 71t床 福‖職 構

05   その他

06    都 ,首 ,■ 県

07   司,1lTII

08   地方独立行政法人

09   日赤

10   済生会

11   北7"iこ 社会事業協会

12   厚

`L連13   国民健康 |■険田 llxIL合会

14   全lJ4社 会IR険 協会連合会

15   1/」 1`「 企J'業振興 l ll

16   1o員 f果 検会

17   1rjl・周〔保 1険組 合及びそのlL合 会

18   共済計t合及びそのl■ 合会

19   国民 17/1・ 1,保 1吹 lll合

20   公益法 人

21    医療″:人

22   T/立学 校法人

23   ‖1会 li‖ :法 人

24   ■療生協

25   会 LL

26   そ1711也の法人

27   Ⅲ人

国

「
―

―

―

∃

日立高度専門医療センターの独立行政法人化に伴い、

開設者の区分に「05国 立高度専門医療研究センター Jを

力nえる。
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西

新 23年調査 (案 ) 日・20年調査 変更理ロヨ等

表示診療Л寺間の状況

通常の1週間の診泰時間           | | | | : :時 閾

合計は時間単位とし、01～ 50分の分単位は全て06時間とみなしna入 してください。

表示診療 1寺間  通常診療している時間帯すべてに0をつけてください。

曜 日 午前 午 後

19時

野

”
疇

20時

21時

峙

”
鳩

22時

23時

23時

24時

時
降

２４
以

月曜 日 2 3 5 6 7 8 9

火曜 日 2 3 5 6 7 8 9

水曜 日 2 3 4 5 7 8 9

木曜 日 2 3 7 8 9

金曜 日 2 3 4 7

土曜 日 2 3 6 7 8 9

日1■ 日 2 3 4 5 6 7 8 9

休 日 2 3 6 7 8 9

表示診療Π寺間の状況

通常の1週間の診療時間  (        時間 )

に示診療時甲  彎1皇健
=跡

で廊罰禦論 :鵡以降の
平目|・ 診療

""が

同Ч撃日   表示診療時間を記入してください。

稿 i~~~「
~"~´

1~｀  1 午前 1 午後 1    18時 以降

平 日

(月 火・水 木・金) 2 3 ( 時  分 迄

(月・火・水・木・金) 2 3 ( 時  分 迄

鯛・火・水・本・金) 2 3( 時  分 迄

切 火・水・木・金 ) 2 3 ( 時  分 迄

鯛 火・水・木・金 ) 2 3 ( 時  分 迄

土曜 日 2 3 ( 時  分 迄

日曜 日 2 3( 時  分 迄

木日 2 3 ( 時  分 迄

記入者に分かりやすいよう、1811」f以降の表示診療時F・lに

ついて、記入から1寺 PFlq‖ョこ○をつける方式に変更し、平日
の曜日については、Oをつける方式からそれぞれの曜日こ
とに記入411を設けるよう変更した。

16)医 lrl安 全 体制 (15)医 療安全体制

責任者の資格と
専任・兼務の別

医療安全

体制

(全般 )

院内感染
防止対策

医療機器
安全管理

医薬品

安全管理

歯科医師 1 1 1

医師 2 2 2 2

薬剤師 3 3 3 3

看謳師

歯科衛生士 5 5 5 5

診療放射線技師 6 ＼

臨床検査技師 フ 7 ＼
その他 8 8

―

配置していない 9

専 任 1 1 1 1

兼務 2

1医療機器と医薬品晏

`

≧管理責任者Z 兼務 (再掲 )

患者相談担当者の配置の有無

1 有       2 無

○責任者の資1吉と専任 兼務の別
記入者に分かりやすいよう、表頭と表側の配置を変更す

る。
責任者の専(■・兼務の別については、一定のlFl向が把

握できたため、記入者負担を考relし 削除する。

○患者相談担当者の配置の有無
一定の傾向が把握できたため、記入者負担を凱tLし 削除

する。
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動態調査票

新 (平成23年 10月 分から) 旧 (平成23年 9月 分まで) 変更理由等

(1

(

診

療

牟|

目

診療科 目 (1 診療科 目

心臓血管外科の標ぼうは医療法で認
められていたところであり、循環器外科
は、平成20年4月 1日 から標ぼう可能な診
療科目が柔軟な方式に変更されたことに
よりできた診療科日である。よって平成 19

年度以前から標ぼう可能であった「′い臓
血L管外科」での標ぼうが多数である実態
に合わせ、表記を「′いlFI血 管外科」と変
更する。

01内科

02呼吸器内科

03循環器内科
04消化23内科 (胃 月易内科)

051挙臓内科

06神経内牟|

07糖尿病内rl(代謝内牟|)

08 nt液 内科
09皮膚科

10ア レルギー牟|

11リ ウマチ科

12感染症内科

13小児科

141青イ中
「

|

15.と、療ノ]牟 |

16外科

r71呼吸器外科

18心臓血管外利

19 =LJ泉 タトF「

20気管食道外r
21消化器外牟 (胃 J場外牟1)

22泌尿器牟|

23肛門外利

24脳神経外牟

25 1笙′形タト牟|

26J杉 ,たクト牟|

27美容外FI

2S‖民千1

29月:鼻いんこうrl

30 /1ヽ 児タト牟|

31産婦人牟

32産科

33ク吊メ、お|

34リ ハ ビリテーションFI

35放射線FI

36月末rltrl

37病 lIF診 断利

38臨床検査利
39 1文 (ま牟|

40歯科

411F● IE歯科

42小 児 lf科

43歯準1日 ‖空外利

診

療

|

牟|

日

呼吸器内科

循環器内科

消化器内科

腎1蔵 内科

神経内科

糖尿病内科

血液内科

皮膚牟|

(胃 ‖,内科 )

(代訪1内 r)

ア レルギー利

リウマチ拿|

感染症内利
′卜児利

14精神料

15心療内牟|

16外科

171乎 吸ツやタトホ|

18心臓血管外科
19 ,L月 泉クト牟|

20気管食道外科

(循環器外科 )

21 '肖 化2や外牟|(胃 ‖易クト牟|)

22泌尿器料

23肛 P弓 外摯|

24 ‖iJネ li経夕い |

25:整 )杉クト
「

|

26形成クト科

27美容外科

28‖民ri

29耳 J卜 いんこうな

30/卜児クト科

31産婦人牟|

32,上利

33婦人科

34リ ハ ビリテーション牟

35放 FltttFI

36麻 llt料

病理診断科

38臨床検査準|

39救急科

歯牟|

FFittlllわ |

小児歯科

歯科 日腔外利



rll・ 23年調査 (突 ) 変更理由等

17)歯 flttlll

1  歯科診療台    (       台)

2  デンタルX線装置 (ア ナログ)

3  デンタル線 装置 (デ ジタル)

4  パノラマX線装置 (ア ナログ)

5  パノラマ綸 装置 (デジタル)

6  ポータブル歯科ユニット

7  オートクレープ

8  吸入鎮I争 装置

16)諧 fl設備i

l  lll科 診療台    (

2 パノラマX線装置

3  オートクレープ

4  生体モニター

5  超音波歯石除去器

6  口腔内画像処理システム

7 吸入鎮ル,装置

〇「パノラマX“t装置J、
「生体モニター」、「超音波lt石除

去器」、「日1■内画像処理システム」については、おおまか
なltrt向 が把握できたため肖1除する。

○「デンタルX線装置 (ア ナログ)」 、「デンタルX線装置(デ
ジタル)」 、「パノラマX線装置(アナログ)」 、fパノラマX線装
置(デ ジタル)」 、「ポータブル歯利ユニット」について、行政
としてより実態を把握するZ、要性が高いものを追加する。

(17)llfみ がき指導室

1ヽ  '存

2  11「

おおまかなltJl向 が把握できたため削除する。

(19)イ ンフラント手f7rの実施 :llN771

1  実施している

~ 9月 中の実施件数 (     件 )

2 実施していない

(19)手‖f等の実施状況

1  歯周外科手術

2  骨折・顎骨1重瘍手術等

3  インフラント手‖f

4  していなoヽ

‖:会 診療 行為りl」 l査で手術件数の|し lll‐ が可能な「口i周
外牟手術」、「1]折・顎 '日 ll l瘍 手術等Jに ついて尚J除し、保
険外手術で実態を把握する必、要がある「インフラント手断J

については引き続き調査し、9月 中の実施件教について追
カロ司

~る
。

(22)従 J「者数

由科医師

|=師

薬剤師

准73護 師

山科業務‖i助 者

lfttIIl員

その他のII t員

常 ll

非常 ll(常 動換算 )

‖ ll

非常Jll(常 lJll換算)

(常 勤換算)

01

01

05

06

人

人

人

人(常 勤換算 )

実人 ti

(常 ll換算 )

実人員

(常 ll換算 )

(常 ll換算 )

(常 ll換■ )

(常 jll換 算 )

「
山本術生二L」 、「1澪 牟技コ1士」について、ロヤ「 1診 llrlulTで

の詳‖‖な従11者 1/tを 把握する必、要から、それぞれ常 ill・ 非
常 llごとの常 llll換算に変更する。
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